
平成26年度　市役所の体制 ２

「庁舎等の在り方」を考える ４

広報まいばら別冊「平成26年度版　市役所ガイド」 中抜き

次回の広報まいばら発行日　５月１日号　４月24日（木）

主 な 内 容
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●醒井幼稚園

園　　長 和
わ

田
だ

とも子
こ

●ふたば幼稚園

園　　長 馬
ま

渕
ぶち

孝
たか

子
こ

部　　長　藤
ふじ

本
もと

博
ひろし

次　　長　横
よこ

山
やま

信
のぶ

人
ひと

商工観光課

課　　長 堤
つつみ

基久男
き く お

課長補佐 梶
かじ

田
た

悟
さとる

農政課

課　　長（ 横
よこ

山
やま

信
のぶ

人
ひと

）

課長補佐　須
す

藤
どう

正
まさ

明
あき

課長補佐　木
き

村
むら

幸
ゆき

浩
ひろ

林務課

課　　長　吉
よし

嶋
じま

伸
のぶ

浩
ひろ

課長補佐　甲斐
か い

沼
ぬま

和
かず

弥
や

課長補佐　北
きた

村
むら

正
まさ

行
ゆき

環境保全課　　

課　　長 北
きた

村
むら

学
まなぶ

課長補佐 瀧
たき

上
がみ

正
まさ

志
し

課長補佐　松
まつ

居
い

靖
やす

夫
お

●コンポストセンター

所　　長 （ 瀧
たき

上
がみ

正
まさ

志
し

）

部　　長 田
た

中
なか

祐
ひろ

行
ゆき

理　　事 植
うえ

野
の

博
ひろ

史
し

建設課　　

課　　長 鹿
か

取
とり

輝
てる

之
ゆき

課長補佐 筒
つつ

井
い

康
こう

一
いち

課長補佐 小
こ

寺
でら

真
しん

司
じ

都市計画課

課　　長 木
き

村
むら

浩
ひろ

樹
き

課長補佐　林
はやし

重
しげ

良
よし

課長補佐 @ 橋
はし

淳
じゅん

一
いち

上下水道課

課　　長 北
きた

村
むら

智
とも

子
こ

参　　与 中
なか

野
の

雄
ゆう

介
すけ

課長補佐 飯
い

村
むら

英
ひで

章
あき

課長補佐 浅
あざ

居
い

達
たつ

正
まさ

会計室

会計管理者 本
ほん

田
だ

仁
ひと

美
み

会計室長 藤
ふじ

田
た

公
きみ

子
こ

部　　長 伊
い

夫
ぶ

貴
き

典
のり

隆
たか

次　　長　田
た

中
なか

博
ひろ

之
ゆき

教育総務課

課　　長 （ 田
た

中
なか

博
ひろ

之
ゆき

）

課長補佐　仲
なか

谷
たに

良
よし

徳
のり

課長補佐　藤
ふじ

岡
おか

保
たもつ

学校教育課

課　　長 岡
おか

田
だ

克
かつ

美
み

課長補佐 一
いち

ノ
の

宮
みや

賢
けん

了
りょう

課長補佐 中
なか

西
にし

恭
やす

子
こ

●特別支援サポートセンター

所　　長　藤
ふじ

川
かわ

久
ひさし

学校給食課

課　　長 喜
き

田
だ

與
よ

四
し

秋
あき

課長補佐　藤
ふじ

田
た

一
いち

郎
ろう

●東部給食センター　

所　　長（喜
き

田
だ

與
よ

四
し

秋
あき

）

●西部給食センター

所　　長（ 藤
ふじ

田
た

一
いち

郎
ろう

）

生涯学習課　

課　　長 西
にし

出
で

始
とも

代
よ

課長補佐 F 田
だ

忠
ただ

充
みつ

課長補佐　花
はな

部
べ

正
ただ

人
ひと

●市民交流プラザ

館　　長 （ 西
にし

出
で

始
とも

代
よ

）

副 館 長　清
し

水
みず

洋
ひろ

美
み

歴史文化財保護課

課　　長 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

●柏原宿歴史館

館　　長 （ 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

）

山東・近江図書館

館　　長　宮
みや

崎
ざき

幹
みき

也
や

副 館 長　今
いま

川
がわ

明
あけ

美
み

●近江はにわ館

館　　長（ 宮
みや

崎
ざき

幹
みき

也
や

）

副 館 長（ 今
いま

川
がわ

明
あけ

美
み

）

議会事務局

局　　長 中
なか

谷
たに

利
とし

治
はる

次　　長　@ 木
ぎ

淳
じゅん

司
じ

監査委員事務局

局　　長 久
く

保
ぼ

田
た

斉
ひとし

公平委員会事務局

局　　長（ 久
く

保
ぼ

田
た

斉
ひとし

）

農業委員会事務局

局　　長 川
かわ

} 茂
しげ

次
つぐ

次　　長　土
つち

川
かわ

善
よし

美
み

経済環境部

土　木　部

教　育　部

◆湖北広域行政事務センター

次 長 級 北
きた

村
むら

剛
つよし

参 事 級 里
さと

本
もと

三智男
み ち お

課長補佐級 深
ふか

田
だ

昌
まさ

彦
ひこ

湖北行政事務センター
への派遣職員

新年度の組織変更について

このページについて

＊課長補佐級以上の職員と施設長のみを掲載しています。
＊氏名の（ ）書きは兼務を表しています。

平成26年度 市役所の体制 「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 

平成26年度 市役所の体制 「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 
「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 

さき

たか

たか

よし

伊吹山テレビで
新規採用職員を紹介！

フレッシュな新規採用
職員19人の抱負や意気
込みを伊吹山テレビで紹
介します。ぜひご覧くだ
さい。

放送日
4月18日(金)～4月24日(木)

◇子どもや女性・

高齢者にやさしいまち

◇暮らしに安心、

地域が元気なまち

◇未来へ確かな歩みを

はじめるまち

◇市民の声で、

市民とともに築くまち

市では、この４つをキ

ーワードに、「希望都市

まいばら」を目指して、

平成26年度を新たな組織

体制で臨みます。

主な変更点

「こども未来部」を新設
「子育て支援課」「こど

も家庭課」「保育幼稚園

課」の３課で幼稚園、保

育園の施設整備も含め子

ども施策を統括し、家庭

や地域での教育力の充実

を支援していきます。

「地域振興部」を新設
各自治振興課を総括

し、地域活性化を目指し、

地域担当職員制度の運用

促進や地域課題の解決に

向けて積極的に取り組ん

でいきます。
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市　　長 平
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尾
お

道
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雄
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副 市 長　西
にし

田
だ

弘
ひろむ
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やま

田
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英
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田
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村
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成
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J 直
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亜
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課　　長　森
もり

本
もと

博
ひろ

之
ゆき

課長補佐　安
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田
だ

正
まさ

浩
ひろ

課長補佐　F
よし

田
だ

豊
ゆたか

都市振興課

課　　長（ 山
やま

} 茂
しげる

）

部　　長　要
かなめ

石
いし

祐
ゆう

一
いち

次　　長 北
きた

村
むら

圭
よし

弘
ひろ

総務課

課　　長（ 北
きた

村
むら

圭
よし

弘
ひろ

）

参与・調整官 堀
ほっ

田
た

了
さとる

課長補佐 雨
あめ

森
もり

修
おさむ

課長補佐 宮
みや

川
がわ

巖
いわお

財政課

課　　長 上
うえ

村
むら

浩
ひろし

課長補佐 岩
いわ

島
しま

秋
あき

彦
ひこ

管財課

課　　長 @ 畑
はた

徹
とおる

参与・検査員 前
まえ

川
がわ

源
げん

一
いち

郎
ろう

課長補佐　清
し

水
みず

正
まさ

樹
き

人権政策課

課　　長 鍔
つば

田
た

正
まさ

広
ひろ

課長補佐 土
つち

田
だ

茂
しげる

部　　長 坪
つぼ

井
い

修
おさむ

次　　長　本
ほん

田
だ

忠
ただ

光
みつ

山東自治振興課

課長兼センター長 平
ひら

居
い

幸
こう

一
いち

課長補佐 大
おお

橋
はし

昭
あき

彦
ひこ

伊吹自治振興課　

課長兼センター長 大
おお

橋
はし

守
まもる

課長補佐 大
おお

澤
ざわ

信
しん

悟
ご

米原自治振興課

課長兼センター長（ 本
ほん

田
だ

忠
ただ

光
みつ

）

課長補佐 椋
むく

田
だ

昭
あき

仁
ひと

近江自治振興課

課長兼センター長 大
おお

林
ばやし

誠
まこと

課長補佐 北
きた

川
がわ

康
やす

司
し

市民窓口課

課　　長 岩
いわ

脇
わき

広
ひろ

治
じ

課長補佐 長
なが

野
の

温
あつ

子
こ

部長兼危機管理監 膽
い

吹
ぶき

一
かず

次　　長 千
ち

種
ぐさ

惠美子
え み こ

防災危機管理課

課　　長　奥
おく

村
むら

義
よし

治
はる

参　　与 藤
ふじ

岡
おか

学
まなぶ

課長補佐 北
きた

川
がわ

康
やす

行
ゆき

税務課

課　　長　的
まと

場
ば

市
いち

樹
き

課長補佐 澤
さわ

村
むら

孝
たか

史
し

課長補佐 松
まつ

岡
おか

一
かず

明
あき

収納対策課

課　　長 吉
よし

田
だ

裕
ひろ

明
あき

課長補佐 棚
たな

橋
はし

克
かつ

行
ゆき

保険課　

課　　長（ 千
ち

種
ぐさ

惠美子
え み こ

）

課長補佐 庄
しょう

司
じ

裕
ひろ

之
ゆき

●国保　米原診療所

所　　長（ 庄
しょう

司
じ

裕
ひろ

之
ゆき

）

●県後期高齢者医療広域連合

課長補佐 宮
みや

野
の

肇
はじめ

部長兼福祉事務所長 佐
さ

竹
たけ

登志子
と し こ

次　　長　@ 畑
はた

健
けん

一
いち

福祉支援課　　

課　　長（ @ 畑
はた

健
けん

一
いち

）

課長補佐 服
はっ

部
とり

幸
こう

治
じ

課長補佐 澤
さわ

村
むら

みな子
こ

●地域包括支援センター

所　　長（ @ 畑
はた

健
けん

一
いち

）

副 所 長（ 服
はっ

部
とり

幸
こう

治
じ

）

副 所 長（ 澤
さわ

村
むら

みな子
こ

）

●発達支援センター

所　　長　中
なか

川
がわ

清
きよ

和
かず

副 所 長（ 服
はっ

部
とり

幸
こう

治
じ

）

社会福祉課

課　　長 森
もり

田
た

正
まさ

次
じ

課長補佐 松
まつ

岡
おか

正
まさ

明
あき

課長補佐 西
にし

野
の

淑
よし

子
こ

●ひまわり教室

園　　長　森
もり

乙
おと

彦
ひこ

高齢福祉介護課

課　　長 的
まと

場
ば

文
ふみ

男
お

課長補佐 馬
ま

渕
ぶち

仁
ひと

美
み

健康づくり課

課　　長 立
たち

木
き

ひろみ

課長補佐 西
にし

澤
ざわ

温
あつ

子
こ

課長補佐　北
きた

村
むら

亨
とおる

所　　長（ 立
たち

木
き

ひろみ ）

部　　長 岩
いわ

山
やま

光
こう

一
いち

次　　長　安
あん

食
じき

富
ふ

美
み

子
こ

子育て支援課

課　　長　丸
まる

本
もと

光
みつ

雄
お

課長補佐　口分田
く も で

剛
つよし

こども家庭課

課　　長　多
た

賀
が

正
まさ

信
のぶ

課長補佐　阿
あ

原
はら

麻
ま

木
き

子
こ

●少年センター

所　　長 喜
き

田
だ

和
かず

男
お

副所長兼無職少年指導員 筒
つつ

井
い

利
とし

之
ゆき

保育幼稚園課

課　　長（ 安
あん

食
じき

富
ふ

美
み

子
こ

）

課長補佐　嶌
しま

真
ま

弓
ゆみ

●いぶき認定こども園

園　　長 須
す

戸
ど

三
み

重
え

子
こ

●米原中保育園

園　　長 村
むら

田
た

優
ゆう

子
こ

●息郷保育園

園　　長　清
し

水
みず

聖
きよ

子
こ

●近江ひがし保育園

園　　長 西
にし

川
かわ

敦
あつ

子
こ

●近江にし保育園

園　　長 木
き

村
むら

由
ゆ

美
み

●山東幼稚園

園　　長　須
す

戸
ど

博
ひろ

司
し

●米原幼稚園

園　　長 大
おお

林
ばやし

有
ゆ

加
か

里
り

政策推進部

健康福祉部

地域振興部

市　民　部

こども未来部

たか

たか

たか

たか

せ

総　務　部

くに

●山東健康福祉センター
米原・近江保健センター

平成26年度 市役所の体制 「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 

平成26年度 市役所の体制 「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 

平成26年度 市役所の体制 

ざき

ざき



市
で
は
旧
４
町
の
庁
舎
を
活
用
し
、
本
庁

機
能
を
分
担
す
る
「
分
庁
舎
方
式
」
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
市
に
対
す
る
財
政
支
援
が

縮
減
す
る
平
成
27
年
度
以
降
の
行
財
政
運
営

を
考
え
る
う
え
で
、
分
庁
舎
方
式
の
検
証
や

各
庁
舎
の
老
朽
化
、
耐
震
性
能
な
ど
危
機
管

理
面
を
含
め
、
庁
舎
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
23
年
８
月
に
今

後
の
庁
舎
の
在
り
方
の
検
討
を
行
う
「
米
原

市
庁
舎
等
の
在
り
方
検
討
市
民
委
員
会
」
を

設
置
し
、
平
成
24
年
３
月
に
４
庁
舎
お
よ
び

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
つ
い

て
意
見
提
言
を
市
民
委
員
会
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
各
庁
舎
の
老
朽
化
、
耐
震
性

能
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
問
題
、
庁
舎
維
持

管
理
経
費
、
行
政
効
率
の
低
下
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
洗
い
出
さ
れ
庁
舎
等
の
整
備

に
関
す
る
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
庁
舎
等
の
整
備
に
係
る

基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
「
米
原
市
庁
舎
等

整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
す
る
た
め
、「
米
原

市
庁
舎
等
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
基
本
構
想
の
策
定
に

当
た
っ
て
の

庁
舎
整
備
の

必
要
性
、
市

民
サ
ー
ビ
ス

機
能
の
在
り

方
、
基
本
理

念
・
基
本
方

針
、
庁
舎
の

規
模
・
機

能
・
位
置
な

ど
に
つ
い
て

調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
市
長
に
答
申
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
検
討
委
員
会
は
８
回
の
会
議
を
開

催
し
、
平
成
26
年
度
中
に
市
長
へ
の
答
申
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
出

米
原
市
庁
舎
等
整
備
検
討
委
員
会
委
員
と

し
て
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
後
、
委
員
長

に
は
岩
崎
恭
典
委
員
、
副
委
員
長
に
は
高
柳

英
明
委
員
に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
有
識
者
と
し
て
広
い
見
地
か
ら
、
ま

た
地
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
中
立
的
な
視
点
で
、

今
後
の
委
員
会
の
議
論
を
整
理
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

検
討
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

●
会
議
の
内
容

市
が
策
定

す
る
「
米
原

市
庁
舎
等
整

備
基
本
構

想
」
の
位
置

付
け
や
庁

舎
等
の
現

状
と
課
題

に
つ
い
て

事
務
局
か

ら
説
明
を

行
い
、
各

委
員
が
庁

舎
の
現
状

や
課
題
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

第
２
回
の
会
議
で
は
、
分
庁
舎
方
式
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
庁
舎
の
課
題
に

つ
い
て
議
論
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
第
１
回
検
討
委
員
会
の
概
要

▼
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

検
討
委
員
会
の
役
割
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【
提
言
の
内
容
】

●
庁
舎
に
つ
い
て

・
各
庁
舎
に
分
散
配
置
し
て
い
る
「
執

務
機
能
」
を
１
か
所
に
集
約
、
併
せ

て
「
庁
舎
」
も
１
か
所
に
統
合

・
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
」
は
分
散
配

置
（
最
低
４
か
所
確
保
）

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
他
の
公
共
施
設
と
併
設
し
、
段
階
的

に
減
ら
す
。

「庁舎等の在り方」
を考える①

３月６日(木)に米原公民館で、第１回「米原市庁舎等
整備検討委員会」を開催しました。

今後、庁舎等の整備に関して検討委員会で本
格的な議論が進められていきますので、その議
論結果等について継続的に市民のみなさんにお
伝えします。

諮問書を渡す様子

委員会の様子

次回の検討委員会のご案内
第２回は、４月24日(木)19時から市役所米原庁
舎会議室２Ａで開催します。
会議は公開ですので、自由に傍聴できます。

米原市庁舎等整備検討委員会　委員名簿　
（敬称略）◎委員長　　○副委員長

選出団体等

四日市大学総合政策学部　　　

滋賀県立大学環境科学部　　　

米原市伊吹地区区長会

米原市山東地区区長会

米原市米原地区区長会

米原市近江地区区長会

米原市商工会

米原市社会福祉協議会

米原市女性の会

米原市老人クラブ連合会

米原市子ども会育成連合会

米原観光協会

米原市障害者福祉協会

公募委員

公募委員

氏　　　名

岩
いわ

崎
さき

恭
やす

典
のり

高
たか

柳
やなぎ

英
ひで

明
あき

三
み

原
はら

作
さく

義
よし

松
まつ

居
い

雅
まさ

文
ふみ

下
しも

村
むら

良
よし

弘
ひろ

大
おお

下
した

精
せい

二
じ

日
ひゅう

向
が

寛
ひろし

吉
よし

田
だ

正
まさ

子
こ

北
きた

村
むら

きの

山
やま

田
だ

滋
しげる

福
ふく

永
なが

ひろみ

堀
ほり

川
かわ

弥
や

二
じ

郎
ろう

川
かわ

口
ぐち

幸
ゆき

雄
お

佐
さ

々
さ

木
き

健
けん

司
じ

大
おお

野
の

淳
じゅん

天
てん

◎

○

お問い合わせ　政策推進部　政策推進課　 152－6626 552－5195
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＊米原市内の交通事故
件数 34件（－５件）、死者 ３人（＋３人）、傷者43人（－６人）

振
り
込
め
詐
欺
と

不
審
電
話
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

＊米原市内の犯罪発生状況（平成26年３月31日現在） ※カッコ内は前年比

総数 46件（－34件）、侵入盗罪１件（－９件）、乗物盗５件（－６件）
非侵入盗罪 20件（－20件）、その他の刑法犯 20件（＋１件）

【米原警察署情報】

地域安全対策を強化するため東黒田警察官駐在所が下記の場所に移転しましたのでお知らせします。

●米原警察署では、高齢者のみなさ
んを騙す「振り込め詐欺」などの
犯罪予防や、痛ましい交通事故防
止のため、警察官が地域に出向い
てお話をするなどの「ごめんやす
まいばら」を実施しています。ご
要望の方は、米原警察署までご連
絡ください。

「東黒田警察官駐在所が移転新築しました」
米原警察署　1 ５２ー０１１０問

自治会の法人化
『認可地縁団体』制度について
自治会で保有されている集会所やグラウンドなどを、
個人名義、共有名義または市名義で登記している場合、
個人などの所有財産との混同や相続手続の複雑化により
適正な財産管理に問題が生じることがありました。
認可地縁団体制度は、不動産を保有する自治会が、

市長の認可を受けて法人化することで、自治会名義で
不動産登記をすることができるようにし、財産管理上
の問題を解決しようとするものです。

●認可の対象となる団体
不動産の保有または保有を予定している団体で、字
の区域その他一定の区域に住所を有する者の地縁に基
づいて形成された団体

●認可の条件
認可を受ける（法人化する）ためには、次の条件を
備えていることが必要です。
①地域的な共同活動を行うことを目的とし、現に
その活動を行っていること。

②団体の区域が明確に定まっていること。
③その区域に暮らす全ての人が、その団体の構成員
となることができ、その区域で暮らす人の過半数
が構成員となっていること。

④規約を定めていること。

●認可されると
地縁団体名義で不動産の登記ができるようになり

ます。また、市の窓口で、認可を受けた証明書や印
鑑登録の証明書を発行します。

●その他
代表者や規約に変更が生じたときは、変更の届出が
必要です。

『認可地縁団体促進補助金』について

市では、自治会の法人化および認可地縁団体名義への
不動産登記の促進を図るため、平成26年４月１日以降に
不動産登記を行うものについて、登記に必要な経費の一
部を補助します。

●補助対象者 認可地縁団体

●補助対象経費
①登録免許税法（昭和42年法律第35号）に基づく登録
免許税に相当する経費
②司法書士等に支払う報酬、調査費、旅費など

●補助期間 平成26年度から平成28年度まで(３年間)

●補助率等
補助対象経費の３分の１以内で、補助期間を通して

１認可地縁団体につき30万円を限度とします。

●その他
補助金の活用に当たっては、事前に総務課と協議が必
要です。

地縁団体認可申請の相談や補助金の協議については、
総務課までお気軽にお問い合わせください。

地縁団体の認可状況　　　　　（平成26年３月末現在）

■問 市総務課（米原庁舎）1 52－1552 5 52－4447

地 域
山 東 地 域
伊 吹 地 域
米 原 地 域
近 江 地 域
合 計

認可団体数
26
15
16
16
73

N

住所：米原市 
　　　長岡1131番地1 
電話：55ー0080

滋賀 
銀行 

米原市役所 
山東庁舎 

旧駐在所 

新東黒田警察官駐在所 
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松ま

つ

尾
寺

お

じ

（
上
丹
生
）
本
堂
跡
背
後
の
曼ま

ん

荼
羅

だ

ら

堂ど

う

内
に
仮
安
置
さ
れ
て
い
た
梵
鐘
は
、

高
さ
一
〇
二．

五
セ
ン
チ
（
三
尺
四
寸
）

と
中
型
を
や
や
上
回
る
大
き
さ
の
梵
鐘
で

す
。
撞
木

し

ゅ

も

く

で
突
く
撞つ

き

座ざ

が
、
釣
り
環わ

の
左

右
に
配
置
さ
れ
た
龍り

ゅ
う

頭ず

（
竜
の
頭
の
レ
リ

ー
フ
）
と
同
方
向
に
配
さ
れ
た
典
型
的
な

和わ

鐘し
ょ
う

（
日
本
鐘
）
の
形
式
を
踏
ん
で
い
ま

す
。
鐘
の
本
体
部
分
の
袈
裟

け

さ

襷だ
す
き

文も

ん

の
中
帯

な

か

お

び

の
位
置
を
高
く
取
り
、
縦
帯
と
の
交
点
に

撞
座
を
配
さ
ず
、
独
特
の
六ろ

く

弁べ

ん

花か

文も

ん

を
表

す
点
が
異
例
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
池
の

間
に
奏
楽
天

そ

う

が

く

て

ん

、
縦
帯
に
供く

養よ

う

菩ぼ

薩さ

つ

を
あ
ら

わ
し
、
と
く
に
、
縦
帯
に
供
養
菩
薩
を

鋳
出

い

だ

し
て
い
る
の
は
た
い
へ
ん
珍
し
く
、

滋
賀
県
内
で
は
延
宝

え

ん

ぽ

う

七
年
（
一
六
七
九
）

銘
の
成じ

ょ
う

菩ぼ

提
院

だ

い

い

ん

鐘
（
米
原
市
柏
原
）、
天て

ん

和な

元
年
（
一
六
八
一
）
銘
の
蓮れ

ん

敬け

い

寺じ

鐘
（
長

浜
市
西
浅
井
町
大
浦
）
を
含
め
て
三
例
を

数
え
る
の
み
で
す
。

本
鐘
は
草
の
間
の
一
〜
三
区
に
刻
銘

こ

く

め

い

が

あ
り
、
松
尾
寺
の
由
来
な
ど
を
記
す
と
と

も
に
、
本
鐘
が
江
戸
時
代
前
期
の
貞じ

ょ
う

享き
ょ
う

元

年
（
一
六
八
四
）
に
、
松
尾
寺
一
山
の
僧

侶
が
願
主
と
な
り
、
京
都
三
条
釜か

ま

座ざ

の
藤

原
国
次
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
記

し
て
い
ま
す
（
成
菩
提
院
鐘
お
よ
び
蓮
敬

寺
鐘
も
藤
原
国
次
作
）。
三
条
釜
座
は
平
安

時
代
か
ら
鋳
物
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

材
料
の
購
入
・
販
売
・
そ
の
他
の
既
得
権

を
有
す
る
独
自
の
自
治
的
な
組
織
に
成
長

し
、
近
世
に
な
る
と
全
国
に
類
を
見
な
い

ほ
ど
大
き
な
組
織
に
な
り
ま
し
た
。
本
鐘

の
均
整
の
取
れ
た
外
観
や
、
奏
楽
天
の
表

現
、
撞
座
の
蓮れ

ん

華げ

文も

ん

な
ど
に
み
ら
れ
る
堅

実
な
作
風
は
、
三
条
釜
座
特
有
の
も
の
で

す
。
な
お
こ
の
鐘
は
、
梵
鐘
研
究
の
大
家

と
し
て
知
ら
れ
、
全
国
の
梵
鐘
を
網
羅
し

た
坪
井
良
平
氏
や
久
保
仁
平
氏
の
リ
ス
ト

に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
梵
鐘
研
究
上
で

は
新
発
見
の
梵
鐘
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
発
見
の
梵
鐘
に
は
米

原
市
の
歴
史
の
証
人
と
し
て
貴
重
な
記
録

が
と
ど
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
か

つ
て
、
文
化
財
で
あ
る
梵
鐘
の
約
九
割
が

全
国
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦
時

中
の
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
公
布

さ
れ
た
「
金
属
類
回
収
令
」
に
基
づ
き
、

翌
年
各
県
が
回
収
実
施
要
綱
を
定
め
、
民

間
団
体
等
と
も
協
力
し
て
本
格
的
な
金
属

回
収
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
に
お

い
て
も
昭
和
一
七
年
以
降
「
不ふ

要よ

う

仏ぶ

つ

具ぐ

献
納

け

ん

の

う

運
動

う

ん

ど

う

」
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
、
梵
鐘

な
ど
の
大
型
金
属
類
が
回
収
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
県
内
か
ら
「
出
征

し
ゅ
っ
せ
い

」
す
る
梵
鐘

は
、
応お

う

召し
ょ
う

兵へ

い

さ
な
が
ら
に
赤
い
た
す
き
を

掛
け
、
幟の

ぼ
り

を
立
て
て
、
地
域
を
あ
げ
て
盛

大
に
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
兵
器
生
産
と
い

う
戦
争
遂
行
の
直
接
的
な
目
的
の
た
め
、

先
人
が
生
み
出
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
受

け
継
が
れ
て
き
た
文
化
遺
産
を
自
ら
無
に

帰
す
と
い
う
判
断
が
、
米
原
市
で
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
地
域
の
文
化
財
を
懸

命
に
守
ろ
う
と
し
た
人
々
が
い
ま
し
た
。

県
制
定
の
「
昭
和
一
七
年
度
第
二
期
金
属

類
特
別
回
収
実
施
要
綱
」
に
は
、「
歴
史

上
、
美
術
上
、
由
緒
上
」
保
存
の
必
要
が

あ
る
も
の
を
供
出
除
外
物
件
と
す
る
例
外

規
定
が
あ
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
文
化
財
保

護
課
に
は
「
金
属
回
収
除
外
申
請
」
公
文

書
綴
り
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
申
請
書
は
三
五
件
。
ほ
と
ん
ど
の
案

件
が
供
出
除
外
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
な
資
料
を
添
え
て
、
所
有
者
や
地
域

か
ら
提
出
さ
れ
た
熱
意
を
、
当
時
の
県
の

技
師
が
正
面
か
ら
受
け
止
め
た
結
果
で

す
。
し
か
し
、
国
策
協
力
団
体
な
ど
か
ら

横
槍
が
入
り
、
県
が
認
可
し
た
坂
田
郡
内

寺
院
の
梵
鐘
に
対
し
「
地
元
に
於
い
て
反

感
誠
に
多
い
」
と
、
再
調
査
の
う
え
善
処

す
る
よ
う
進
言
書
も
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
認
可
の
決
定
は
覆
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
中
の
国
民
的
熱
狂
の
中
で
、
文
化
財
の

大
量
処
分
か
ら
地
域
文
化
財
を
守
っ
た
史

実
を
物
語
る
貴
重
な
記
録
で
す
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

松
尾
寺
の
梵
鐘

―
戦
中
秘
話
・
供
出
か
ら
文
化
財
を
守
れ
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
109

新
発
見
の
梵
鐘

梵
鐘
を
守
れ
！

▲松尾寺梵鐘

龍龍頭頭

池池のの間間

草草のの間間

中中帯帯

撞撞座座
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宇賀野宇賀野 
湧水群湧水群 
宇賀野 
湧水群 

行者の水 臼谷 

5

1

4

2

３ 

6
6

9

８ 

10 

1111
12

7

vol.10

お問い合わせ　経済環境部　環境保全課（伊吹庁舎） 1５８－２２３０　5５８－１６３０

深
い
山
々
が
育
ん
だ
米
原
の
美
し
い

湧
き
水
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
未
来
に
伝

え
た
い
”ま
い
ば
ら
の
水
“」
に
選
ば
れ

た
12
か
所
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当

た
り
前
の
よ
う
に
水
が
出
て
く
る
現
代

の
暮
ら
し
の
中
で
、
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ

る
水
や
水
を
育
む
森
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
て
い
た
だ
き
、
米
原
の
美
し
い

水
環
境
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
き

っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ボ
ウ
と
は
、
水
の
湧
き
出
て

い
る
泉
と
洗
い
場
を
総
称
し
た
名
称

で
自
噴
井
戸
の
こ
と
を
い
い
、
世
継

集
落
に
は
多
く
の
カ
ナ
ボ
ウ
が
あ
り

ま
す
。
水
源
は
遠
く
霊
仙
山
に
発
す

る
と
い
わ
れ
、
深
さ
は
約
１
０
０
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
年
中
一
定
の
水
温

（
約
16
〜
17
℃
）
を
保
つ
こ
と
か
ら

夏
は
冷
た
く
、
冬
は
暖
か
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。
道
路
に
面
し
た
場
所
で
共

同
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
か
ら
、
個

人
の
家
に
あ
る
も
の
や
、
田
ん
ぼ
の

中
に
あ
っ
て
灌
水
用
に
利
用
さ
れ
た

り
し
て
い
る
も
の
な
ど
、
そ
の
形
態

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
名
前
は
、

井
戸
を
つ
く
時
に
利
用
す
る
金
属
製

の
棒
や
湧
い
て
く
る
水
の
カ
ナ
ケ
に

由
来
し
て
い
る
と
い
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

琵
琶
湖
の
水
を
利
用
す
る
の
は
不
便

だ
っ
た
た
め
、
上
水
道
が
で
き
る
ま
で

は
、
飲
料
水
や
生
活
用
水
な
ど
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
利
用
さ
れ
、
人
々
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
野
菜

洗
い
や
夏
場
の
果
物
や
飲
み
物
を
冷
や

す
た
め
の
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

の
み
で
す
。
カ
ナ
ボ
ウ
の
構
造
は
、
高

低
差
を
つ
け
た
水
槽
を
設
け
、
上
の
水

槽
か
ら
下
の
水
槽
に
水
を
流
し
て
い
く

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
の
水
槽

は
主
に
飲
み
水
や
食
器
洗
い
な
ど
に
利

用
し
、
土
の
付
い
て
い
る
よ
う
な
も
の

や
不
潔
な
物
は
入
れ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
場
整
備
や
道
路
整
備
な
ど
に
よ
り
水

量
が
減
少
し
た
り
、
生
活
環
境
の
変
化

や
上
水
道
の
普
及
な
ど
に
よ
り
そ
の
数

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
公
共
の
も
の
だ

け
で
も
集
落
内
に
５
か
所
現
存
し
て
い

ま
す
。

（
硬
度
73
・
４
㎎
／
}

中
硬
水
）

まいばらの水イメージキャラクター　

スイナちゃん

▲共同利用のカナボウ

▲田畑の灌水用カナボウ

世
継
の
カ
ナ
ボ
ウ

ま
い
ば
ら
の
水
M
A
P
が
完
成
！

ま
い
ば
ら
の
水
Ｍ
Ａ
Ｐ
「slo

w

な
ま
い
ば
ら

の
水
旅
」
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

お
届
け
し
て
い
る
「
未
来
に
伝
え
た
い
“
ま
い

ば
ら
の
水
”」
を
は
じ
め
、
名
水
百
選
や
ま
い
ば

ら
の
滝
、
ま
い
ば
ら
の
水
文
化
な
ど
に
つ
い
て

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

まいばらの水MAP



お問い合わせ　健康福祉部　福祉支援課（山東庁舎） 1５５－８１１０　5５５－８１３０

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５　5５５－２４０６

【離乳食に関する保護者の悩み】
～乳児を育てる保護者の、食事に関する悩みを抜粋～

・「離乳食の始め方や、
いつ頃から始めて良いかが分からない」

・「離乳食の量、内容が分からない」
・「どれくらいの固さにすればいいか悩む」
・「離乳食を少ししか食べず、

体重が増えなくなってきた」
・「野菜など苦みがあるものを嫌がる」

●地域包括支援センター（155-8110）
40歳以上の人は、状態に応じて介護保険の対象となります。今は大丈夫と無理をせずに地域包括支
援センターにご相談ください。障害年金の案内もしています。40歳未満の人は、介護保険の対象では
ありませんが、ご利用可能な制度について案内します。

●滋賀県若年性認知症コールセンター（1090-7347-7853）
【医療法人藤本クリニック内 守山市梅田町2-1セルバ守山303】

家族支援プログラムとしてご本人、ご家族交流会、ピアカウンセリング、電話相談などでご家族か
らの相談ができます。医療のこと、認知症ケアのこと、ご家族のストレスにかかわることなどの具体
的な質問に応じます。

健
診
や
育
児
相
談
で
、
上
記
の
よ
う
な

相
談
を
よ
く
受
け
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

脳
が
味
覚
を
感
じ
、
好
み
の
味
覚
を
増
や

し
て
い
く
た
め
、
成
長
段
階
に
合
わ
せ
て

色
々
な
種
類
の
食
べ
物
を
食
べ
る
経
験
が

大
切
で
す
。

ま
た
、“
第
２
の
脳
”
と
も
呼
ば
れ
る

腸
は
食
べ
た
も
の
を
消
化
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
色
々
な
食
品
を
食
べ
る
経
験
を

す
る
こ
と
で
消
化
酵
素
を
出
す
練
習
も
し

て
い
き
ま
す
。

生
後
３
〜
４
か
月
頃
か
ら
糖
質
（
ご
は
ん

の
仲
間
）
の
消
化
酵
素
の
分
泌
が
増
え
、
体

は
５
か
月
を
過
ぎ
る
頃
に
離
乳
食
を
食
べ
る

準
備
が
整
い
ま
す
。
５
か
月
に
入
っ
た
ら
お

か
ゆ
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

離
乳
食
で
色
々
な
食
品
を
食
べ
る
経
験
を

す
る
こ
と
で
、
好
き
嫌
い
の
少
な
い
子
ど
も

と
な
り
、
正
し
い
食
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
す
。

離
乳
食
に
つ
い
て

〜
赤
ち
ゃ
ん
は
食
べ
る
経
験
を
す
る
こ
と
で

味
覚
が
育
ち
ま
す
〜

４月から、７か月児もぐもぐ教室
を始めました。この教室は、生後7
か月のお子さんの体の成長を確認
し、成長に合わせた関わりや離乳食
の進め方について、お子さんと触れ
合ったり、実際の離乳食を見たり触
ったりしながら、保健師・管理栄養
士と楽しく学ぶ内容です。

◇会　　場：米原げんきステーション
◇受付時間：９：30～10：00
（実施時間　９：30～11：30）
◇内　　容：身体計測、

成長発達・離乳食の話
◆対 象 児：生後６～7か月児と

その保護者
（開催日によって対象児が異なります）

※開催日、対象児等の詳細については広報
まいばら　毎月1日号の「健康カレンダ
ー」、また年間の日程については広報ま
いばら３月１日号
と同時配布の「健
康づくりガイド」
をご覧ください。

発
症
年
齢
が
65
歳
未
満
の
人
の
認
知
症

を
総
称
し
て
、「
若
年
性
認
知
症
」
と
い

い
ま
す
。

若
年
性
認
知
症
は
、
高
齢
者
の
認
知
症

と
基
本
的
に
同
じ
で
す
が
、
い
く
つ
か
の

点
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。「
運
動
ま
ひ
が
な

い
の
に
、
色
々
な
作
業
が
で
き
な
く
な
る
」、

「
視
力
は
正
常
な
の
に
場
所
が
わ
か
ら
な
く

な
る
」
な
ど
の
症
状
が
、

早
い
段
階
か
ら
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
症
状

が
あ
る
と
日
常
生
活
で

困
る
こ
と
が
増
え
て
い

き
ま
す
。

若
年
性
認
知
症
は

発
見
が
遅
れ
が
ち
で
す

若
い
が
ゆ
え
に
、
別
の
病
気
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
。
わ
か
り
に
く
い
た
め

「
怠
け
て
い
る
」「
不
真
面
目
」
な
ど
と
誤

解
さ
れ
た
り
、「
若
い
か
ら
認
知
症
だ
な
ん

て
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う

に
受
診
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
少

し
で
も
早
く
専
門
医
で
診
断
を
受
け
、
治

療
を
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

診
断
が
遅
れ
る
と
、
治
療
が
遅
れ
、
障

害
年
金
の
申
請
や
年
金
の
受
給
も
遅
れ
て

い
き
ま
す
。

仕
事
を
継
続
す
る
に
は
職
場
の
配
慮
も

必
要
で
す
。
病
気
と
分
か
れ
ば
、
傷
病
手

当
の
対
象
と
な
り
、
配
置
換
え
を
相
談
を

し
た
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
に
つ
い
て

も
金
融
機
関
と
相
談
が
で
き
ま
す
。
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７か月児
もぐもぐ教室スタート

７か月児
もぐもぐ教室スタート

若年性認知症の相談窓口は２つあります



 

「米原市日本語教室を開催中！」
～平成26年度も引き続き実施～

お問い合わせ
米原市多文化共生協会事務局
（米原庁舎 人権政策課内）

1５２－６６２９　5５２－４５３９

お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 
お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 

カレーピラフ カレーピラフ 
 

カレー味で、彩りもきれいなので、子どもたち
に人気の献立です。油のかわりにバターを
使うとさらに風味もよくなります。ご家庭でも一
度おためしください。

① お米を炊くときに、Aを加え、軽く混ぜてから炊飯する。
② たまねぎ、にんじん、ピーマンは粗みじん切りにする。
③ 鶏肉は小さめに切る。
④ グリンピースはさっと湯通ししておく。
⑤ フライパンを温め、油を入れて鶏肉を炒め、②を加え
てさらに炒める。

⑥ 火が通れば、マッシュルームと調味料を加え、ゆでた
グリンピースを加えて火を止める。

⑦ 炊きあがったご飯に、具を混ぜればできあがり！

作り方

米原市多文化共生協会では、米原公民館と市民
交流プラザの２か所で、毎週土曜日に「米原市日
本語教室」を開催しています。
開設当初は、初級クラスを中心に、日本で生活
するために最低限必要なレベルの日本語を話せる
ようになることを目的としていましたが、昨年度
からは会話を通してもっと日本の文化などを知り
たい中級・上級者向けの教室も開催して、ボラン
ティアと楽しく日本語を学んでいます。
また、野外活動や屋内活動で交流を深めてい

ます。２月１日の教室では、魚魚(とと)あわせと
呼ばれるカルタを使って、神経衰弱などのゲー
ムを楽しみました。こうしたゲームを通じ、参
加者からは「日本では、めでたい時によく鯛を
食べますが、中国では登竜門の伝説から出世魚
と呼ばれることもある鯉を食べたりします」な
どと、中国の食文化にも触れながら、楽しく学
習したりしています。
最近では３月15日(土)に息郷児童館でプラバン
作りにも挑戦。それぞれに思い思いのイラストを
描き、オリジナルのキーホルダー作りを楽しみま
した。
米原市多文化共生協会では、本年度平日の夜間
のクラス開催も検討するなど、外国籍市民のみな
さんが気軽に立ち寄れる教室作りに向けて取り組
みを進めます。

※協会では、日本語教室のボランティアを随時募集しています。

材料（4人分）

３月５日（水）の給食

カルタを使って学習（左）
したり、プラバン作りに
も挑戦（上）
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A

米　　 260ｇ
カレー粉 小さじ1/4
コンソメ(顆粒） ２ｇ
油 小さじ１
塩 適量
鶏肉もも 40ｇ
たまねぎ 中1/２個
にんじん 1/３本

赤ピーマン 1/３個
グリンピース 20ｇ
マッシュルーム(水煮） 20ｇ
油 小さじ１
カレー粉 小さじ１/２弱　　
コンソメ(顆粒) 小さじ１/２弱　　
塩 適量
コショウ 適量



今月の表紙
こんにゃくづくり体験
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３月15日(土)、伊吹薬草の里
文化センターで市内の児童と保
護者約50人がこんにゃく作りを
体験しました。講師の指導の下、
子どもたちは煮たイモをすりつ
ぶした後、力一杯こねて、弾力
の出たコンニャクを気持ち良さ
そうに触っていました。
出来上がったコンニャクにゆず
みそを付けて試食。
「とっても美味しい！持って帰
ってお家
のみんな
と食べた
いです」
と嬉しそ
うに話し
てくれま
した。

今年度の税や料金などの納期限は下記のとおりです。
納付計画の参考にしてください。

平成26年度　税・料金等の納期限について

◆納付は便利な口座振替で 指定の金融機関や市の窓口で手続きできます。口座の分かるものと届出印をご用意ください。
◆コンビニ納付もご利用ください コンビニは24時間、土日祝日も納付できます。（後期高齢者医療保険料・下水道事業受益者負担金は除く）

市県民税(普通徴収)
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税(普通徴収)
後期高齢者医療保険料(普通徴収)
保育所保育料
介護保険料(普通徴収)
水道料金(上水・簡水)
下水道使用料(公共・農村)
下水道事業受益者負担金

４月
4/30

4月分

○
○

５月
6/2

第1期
全期

5月分

○
○

６月
6/30
第1期

第1期

6月分
第1期
○
○

７月
7/31

第2期

第2期
第1期
7月分
第2期
○
○
○

８月
9/1
第2期

第3期
第2期
8月分
第3期
○
○

９月
9/30

第3期

第4期
第3期
9月分
第4期
○
○
○

10月
10/31
第3期

第5期
第4期
10月分
第5期
○
○

11月
12/1

第6期
第5期
11月分
第6期
○
○
○

12月
1/5

第4期

第7期
第6期
12月分
第7期
○
○

１月
2/2
第4期

第8期
第7期
1月分
第8期
○
○

２月
3/2

第9期
第8期
2月分
第9期
○
○

３月
3/31

第10期
第9期
3月分
第10期
○
○
○

税

納　期　限

料

水道
下水

収納対策課からのおしらせ ■問 市収納対策課（近江庁舎）
1 52－3189 5 52－6930

管財課からのおしらせ ■問 市管財課（米原庁舎)
1 58－2228 5 58－1719

●見積書の提出について
【提出場所】市役所米原庁舎　管財課
【提出期間】５月８日(木)～９日(金)

８時30分から17時15分まで
【提出方法】持参または郵送で提出

（郵送の場合は、期限内必着）
※詳しくは、米原市公募型物品売払い要項をご確認
ください。要項は、管財課で配布します。
（市公式ウェブサイトでも掲載しています。）

市では、市有バスを公募型見積合せにより売り払います。
この見積合せに参加を希望される方は、米原市公募型物
品売払い要項をご覧の上、お申込みください。今回の見積
合せは、市があらかじめ定めた予定価格（最低売払価格）
以上で最も高い価格の見積書を提出された方を買受者とし
て決定する方法です。

市有バスを売り払います

物品名

車名

車台番号

型式

排気量

初年度登録

総走行距離

その他

物品名

車名

車台番号

型式

排気量

初年度登録

総走行距離

その他

物品番号１
市有バス（その１）

三菱エアロミディＭＫ（６ＭＴ）

ＭＫ６１２Ｊ２４０７５

ＫＣ－ＭＫ６１２Ｊ

７,５４０ｃｃ（軽油）

平成９年３月

１４６,２０７ｋｍ

一時抹消登録

乗車定員　４２人

市有バス（その２）

トヨタコースター

ＨＤＢ５１－０００３９６７

ＫＣ－ＨＤＢ５１

４,１６０ｃｃ（軽油）

平成８年５月

１７８,２５２ｋｍ

一時抹消登録

乗車定員　２６人

予定価格

（最低売払価格）

１６６,０００円

（消費税抜き）

予定価格

（最低売払価格）

６３,０００円

（消費税抜き）

物品番号２
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長浜農業高等学校の生徒が、日頃の
授業や実習で生産した農産物や加工品
を販売します。お誘い合わせのうえ、
ご来場ください。
日時s４月26日(土）９時～11時
場所s長浜農業高等学校　農場

（長浜市名越町600）
内容s野菜苗・花苗・堆肥・木工製
品・寄せ植え・農産加工品など

■問 長浜農業高等学校
1 62－0967 5 62－0876

実体験を紹介しながら、病気とう
まくつきあっていくヒントを一緒に
考えます。
日時s５月14(水) 18時～19時
場所s市立長浜病院本館２階　講堂
テーマsがんとうまくつきあうため
には

講師sがん看護専門看護師など
※参加無料、どなたでも参加できます。
■■申・■問 市立長浜病院　

がん相談支援センター
1 68－2354 5 65－2730
soudan@nagahama-hp.jp

米原駅周辺のにぎわいづくりを目
的に市内の新鮮野菜や特産品、衣料
品、日用雑貨、介護用品等の販売を
行います。
また、お困りごと相談会(建物の修

繕、電気器具の修理等)も行いますの
で、ぜひご来場ください。
日時s４月27日(日)・５月11日(日)・
24日(土) ９時～14時

場所s米原駅東口地先※小雨決行
■問 米原市商工会

1 52－0632 5 52－3045

米原市を訪ねてくださる方々に米
原を紹介してみたいという熱意のあ
る方を募集しています。
活動内容s市内各地の案内、ほたるま
つりでのガイド等、また月に一回（平
日のみ）観光案内当番があります。

会費s2,000円/年
申込み方法s電話またはＦＡＸで下
記まで

■■申・■問 米原観光ボランティアガイド協会
1 ・5 050－7000－8008

市営住宅の入居者を次のとおり募
集します。
対象物件s米原市営住宅８号

（米原市米原）３ＤＫ
入居資格s市内在住、在勤の人で、
米原市営住宅条例に規定する入居
資格者に該当する人

受付期間s４月17日(木)～５月１日(木)
＊土・日曜日を除く、８時30分から
17時15分まで

入居決定の時期s６月上旬頃
入居できる時期s６月下旬頃
申込み方法s本人または同居親族の
人が下記まで申込書を提出してく
ださい。

■問 都市計画課（近江庁舎）
1 52－6926 5 52－8790

催し 長浜農高
春の農産物販売会

催し 米原駅東口　　　　　
にぎわい市

募集 市営住宅の
入居者を募集

募集 米原観光ボランティア
ガイド協会会員募集

催し 市立長浜病院公開講座
がん・緩和ケアシリーズ

ルッチプラザ

ベルホール310での催し！

農用地利用計画の変更（農振除外・軽微変更）申請の
受付について

■問 ルッチプラザ(長岡1050-1)
1 55－4550 5 55－4556

ひこね第九オーケストラ
管楽アンサンブル演奏会
木管奏者を中心に結成した木管
五重奏団の本格的はアンサンブル
演奏会です。
【日時】５月11日(日)14時開演

(13時30分開場)
【チケット】全席自由一般 500円

田代茂代＆森靖博
ジョイント・コンサート

with合唱団ゆうすげ
昭和歌謡からオペラまで歌の魅
力満載のコンサートです。
【日時】５月25日(日)14時開演

(13時30分開場)
【チケット】全席自由
一　　般：前売2,000円

当日2,500円
高校・大学生：前売、当日とも1,000円
中学生以下：無料(チケットは必要)

■受付期間 ５月１日(木)～30日(金)【期限厳守】
（土曜日、日曜日、祝祭日を除きます。）

■受付時間 ８時30分から17時15分まで
■受付場所 市　農政課（伊吹庁舎）

※次回の受付期間は、９月上旬頃の予定です。
※農振除外を希望される方は、事前に相談資料の提出が必要ですので、農政課へご
相談ください。

《農用地区域からの除外（農振除外）の要件》
農振除外を行うためには、次の①～⑥までの要件をすべて満たす必要があります。

①農用地等以外にすることが 必要かつ適当で、農用地区域以外に代替すべき土地
がないこと。

②農業上の効率的かつ総合的な利用に支障を及ぼすおそれがないこと。
③効率的かつ安定的な農業経営を営む者（認定農業者等）に対する農用地の利用の
集積に支障を及ぼすおそれがないこと。

④土地改良施設の有する機能に支障を及ぼすおそれがないこと。
⑤土地改良事業等の工事が完了した年度の翌年度から起算し、８年を経過した土地
であること。

⑥他の法令（都市計画法、農地法等）の規定に基づき許可が必要となる場合は、許
可の見込みがあること。
※「必要かつ適当」とは、土地利用の具体的な計画等があり、通常必要とされる面積等が
過大なものでないことをいいます。

■問 市　農政課（伊吹庁舎）1 58－2228 5 58－1719

※

島
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人口40,354人（－83） 男19,745人（－46） 女20,609人（－37） 世帯数13,923世帯（＋16）

65歳以上の人口 10,660人　　高齢化率 26.42% ※カッコ内は前月との比較【平成26年４月1日現在】

環境保護のため再生紙を使用しています。

植物油インキで印刷しています。

この市政情報紙「まいばら」は13,400部作成し、１部あたりの単価は
11円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
〔受 付〕平日 9時30分～16時

●契約とは？
電車に乗るとき、スーパーで物を買うとき、レストランで食事をするときなど

毎日の生活の中でさまざまな契約をしています。買い物をしたときは売買契約を
結んでいて、部屋を借りるときは賃貸借契約を結んでいます。

●契約はいつ成立するの？
例えばスーパーで大根を買うとき、契約書を交わすわけではありませんが「こ

の大根を売ります！」というスーパーと「この大根を買いたい！」という買い手
のお互いの合意（双方の意思の合致）があって売買契約が成立します。つまり契約そのものは書面がなくても口頭だ
けでも成立します。

●契約書の役割って何ですか？
後でトラブルになったり、裁判になったときに契約したことの証明や証拠が必要です。口頭だけでは証明や証拠に

はなりません。訪問販売などでの契約、お金を借りるとき、部屋を借りるときの契約など特に重要な契約は、きちん
と契約書面を交わすことを義務付けています。

●契約書で確認する項目は？
契約をした日付、契約をする相手の名前・住所・連絡先など、商品名・数量、価格（一括払いか分割払いかなど）、

前払いか後払いか、いつ商品が手元に届くのかなどを確認しましょう。

●契約したらどうなるの？
約束したことは必ず守らなければなりません。一方的な解約は通常はできず、自己責任が伴います。ただし、自分

の自由な意思で決めたことが前提になります。

●嘘をつかれたり、脅迫されたりして契約した場合はどうなるの？
契約するかどうか決めるときに嘘を言われたり、脅されたりした場合、自由な意思で決めたとは言えません。契約

そのものが初めからなかったことになりますので取り消しは可能です。

●未成年者であればどんな契約も取り消せるの？
親権者の承諾なしで契約した場合は、取り消しが可能です。未成年者

が親権者の承諾を得ていないということを書面で出すか、親権者が承諾
していないと書面で取り消し通知を出しましょう。ただし、小遣いなど
親権者から許された範囲内での買い物や結婚しているなどの場合は未成
年者の契約であっても取り消しはできません。他にも取り消しできない
場合がありますので安易に契約することは避けましょう。

消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 

知ってるようで知らない契約って何？ 知ってるようで知らない契約って何？ 

￥10,000

￥10,000

￥10,000

￥10,000

￥10,000

￥10,000

100 100 
10 10 

1 1 
5 5 
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